
 

 

          
国際ロータリー第２６７０地区徳島第２分区 

     
４月１９日 火曜日           Vol.４８２ 

 

         例会出席者    ２１名 （会員数 28名）                             出席率 ７５％ 

         メーキャップ   10周年記念式典                           修正出席率 100％ 

                            

 

■会長挨拶（矢野副会長） 

皆さん、こんばんは。今日は澤田会長が欠席ということで、久しぶりに私があいさつをします。会を重ねるごとにスキルを上げ

ている澤田会長のあいさつを思うと大変緊張しています。日曜日に地区研修会に参加された方はご苦労様でした。初夏を思わ

すよい天気でした。香川県の塩江は高い山がなく里山の中をバスは走った訳ですが、植林していない山の緑は鮮やかで、ふと

持統天皇の『春過ぎて 夏来るらし 白妙の 衣干したり 天の香具山』という短歌が頭に浮かびました。これはさわやかな夏の

到来を感じ取った感動を詩にしたものです。先日の１０周年記念の澤田会長のスピーチの中で、「新緑が萌えるように我が美馬

ロータリーが誕生しました。」というフレーズがありました。そのことを重ね合わせ風景を眺めていました。 

さて地区協議会の最中にふと、国際ロータリーの使命で高潔さを奨励し云々とあるのが目に留まりました。私はつるぎ町の教

育委員を務めさせていただいておりますが、そこでも委員の資質として人格が高潔であることとあります。その役柄、多くの子ども

たちや親御さんたちと接する機会があります。そこで感じるのは言葉遣いの違いです。問題のある家庭は、言葉遣いが汚い傾向

があります。私は皆さんと比べると人生経験も短く生意気ですが、人間はその吐き出す言葉し大きく影響されるのではないかと

思うようになりました。そのため、努めて美しく正しい言葉遣いを心がけています。ノーベル賞を受賞した梶田さんは、家庭で両

親から特に日常のあいさつと敬語を使うことを躾けられたと聞きます。 

そういったことで、ロータリーの場でも高潔さということを１つの目的としています。そのためには言葉遣いに気をつけていきたい

と思いますので、皆さんも何か１つ気をつけてロータリー活動をしていきましょう。 

   

 

■幹事報告 （三好幹事） 

 ◇到着週報  鴨島ロータリークラブ 脇町ロータリークラブ 阿波池田ロータリークラブ  

 ◇回覧資料  地区大会２次会の出欠表  

         １０周年お礼状の確認 

           ３月理事会の議事録 

           来期の地区資料 

 

 

 ■地区研修会報告 

 （森会員）地区のテーマ「ロータリーにチャレンジを」に沿って来期情熱を持って運営していきます。 

 （矢野会員）クラブ奉仕委員会は、次期会長の出向する委員会で、閑職となっているのでそういった委員会の改革を行ったそう

です。 

 （谷会員）自分の仕事を通じて職業奉仕するように感じました。 

 （遠藤会員）各県２名ずつの８名の方から活動報告を聞いて、参考になりました。 

 （三好会員）交換留学に関して、当クラブの受け入れの準備をしなければならないと思いました。 

 （青木茂会員）インターアクト、ローターアクト、ライラを柱に青少年事業を展開していくそうです。 

 （青木博会員）本年、寄付０クラブがなくなる。来年度は地区補助金が減ります。 

 （松浦会員）現在、米山奨学金の減少と奨学生の減少が続いていますので、寄付をお願いします。 

 （杉原会員）ポリオ撲滅に貢献しているのにWHOのホームページには記載が少ないそうです。 

 

美馬ロータリークラブ週報 
 



 

 

■ニコニコ 

矢野会員 地区研修会後のカラオケ大会の余剰金 

七田会員 クラブゴルフ大会で準優勝 優勝者から賞金を預かってきた 

青木博会員 結婚記念日 

小田会員 父親の葬儀の際のお礼 短期交換留学生が再来訪すること 

 

■ベストスマイル （川田 SAA） 

七田会員 

 

 次回例会                 ２０１６年４月２６日（火）１８:３０からレストラン西岡 

       プログラム                    卓話（川田会員） 

               

 欠席 澤田会員 重田会員 田中会員 辻会員 林会員 藤田会員 山内会員  

 

☆欠席の会員はメークアップをお願いします。次回例会に欠席の会員は、出席委員長までご連絡を

お願いします。 


